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お問い合わせの市役所代表電話番号は、�0424－64－1311です。電話番号をお掛けのうえ、担当課の内線番号をお伝えください

◎
介
護
保
険
料
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対
象
に
な
り
ま
す
。 ��
�
�
�
�
�
�
 

　

申
告
額
は
平
成　

年
１
月
〜　

月
に
納
付
し
た
額
（
過
年
度
分
を
含
む
）
で
す
。
申

１７

１２

告
の
際
に
領
収
書
の
添
付
は
不
要
で
す
。
介
護
保
険
料
の
支
払
い
額
に
つ
い
て
不
明
な

点
は
介
護
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
中
に
支
払
っ
た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
が「
医
療
費
控
除
」

１７

の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
表
参
照
）。
申
告
の
際
に
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象

金
額
が
記
載
さ
れ
た
領
収
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

■
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

　

介
護
認
定
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
お
む
つ
代
に
つ
い
て
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が

２
年
目
以
降
で
あ
る
方
は
、
医
師
が
発
行
し
た
お
む
つ
使
用
証
明
書
が
な
く
て
も
、
介

護
保
険
課
で
発
行
す
る
介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
内
容
確
認
書
で
代
用
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

 �
�
�
�
〜
介
護
保
険
の
所
得
控
除
・
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
〜

 
〜
介
護
保
険
の
所
得
控
除
・
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
〜

控除の対象となる額控除の対象となる要件サービス種類
特別食・特別居住費を除く施設サ
ービスに要する費用と食費と居住
費の自己負担額の１／２にあたる
金額　※１　　　　　　　　　　要介護１～５の認定を受けているこ

と

①介護老人福祉施設施
設
サ
―
ビ
ス

特別食・特別居住費を除く施設サ
ービスに要する費用と食費の自己
負担額全額　※１　　　　　　　

　　　

②介護老人保健施設

③介護療養型医療施設

利用者の自己負担額全額　
※１

要支援または要介護１～５の認定を
受けていること

④訪問介護

居
宅
サ
―
ビ
ス

⑤訪問リハビリステーション

⑥通所リハビリステーション

⑦居宅療養管理指導

⑧短期入所療養介護

居宅サービスに要する費用
にかかる自己負担額
（介護保険給付の対象とな
るものに係る自己負担額に
限る）

居宅サービス計画に基づいて、④～
⑧のいずれかのサービスと併せて利
用していること※３

⑨訪問介護※２

⑩訪問入浴介護

⑪通所介護

⑫短期入所生活介護

※１　理美容代などの日常生活費や個室等の使用料などの特別なサービス費用は対象となりません。
※２　訪問介護のうち、生活援助が中心の場合は、控除の対象となりません。
※３　老人保健・医療保健の訪問看護と併せて利用した場合も対象となります。

　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
の
現
況
届

を
提
出
さ
れ
、
平
成　

年
度
ひ
と
り
親
家

１７

庭
医
療
費
助
成
制
度
に
該
当
し
た
方
に

は
、
新
医
療
証
（
平
成　

年
１
月
１
日
か

１８

ら　

月　

日
ま
で
有
効
）
を
郵
送
し
ま
し

１２

３１

た
。
引
き
続
き
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
未
提

出
の
方
は
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
、　

歳
に
達
し
た
日
の
属

１８

す
る
年
度
の
末
日
（
障
害
が
あ
る
場
合
は

　

歳
未
満
）
ま
で
の
児
童
の
い
る
ひ
と
り

２０親
家
庭
お
よ
び
ひ
と
り
親
家
庭
に
準
ず
る

家
庭
に
対
し
て
保
険
診
療
で
か
か
っ
た
医

療
費
の
自
己
負
担
分
（
平
成　

年
１
月
１

１３

日
か
ら
老
人
保
健
法
に
よ
る
一
部
負
担
相

当
額
の
控
除
後
）を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

▽
助
成
を
受
け
ら
れ
る
方　

◎
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
と
、
そ
の
父
か

母◎
養
育
者
と
養
育
さ
れ
て
い
る
児
童

▽
申
請
書
類

①
申
請
書

②
戸
籍
謄
本

③
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
西
東
京
市
へ

１７

転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
区
市
町

村
長
の
発
行
す
る
「
平
成　

年
度
所
得
証

１７

明
書
」（
扶
養
人
数
お
よ
び
各
種
控
除
内
容

お
よ
び
課
税
状
況
等
の
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
）

④
加
入
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

⑤
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
ま
た
は
「
愛
の

手
帳
」（
お
持
ち
の
方
）

⑥
印
鑑

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、
②
の

添
付
を
省
略
で
き
ま
す
が
、
平
成　

年
度

１７

児
童
扶
養
手
当
証
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
助
成
対
象
以
外
の
方

◎
所
得
（
養
育
費
含
む
）
が
制
限
額
以
上

の
方

◎
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

◎
各
施
設
の
自
己
負
担
分
の
な
い
施
設
に

入
所
し
て
い
る
方

▽
提
出
先
お
よ
び
問
合
せ
先　

子
育
て
支

援
課
（
田
無
庁
舎
１
階
・
保
谷
庁
舎
１
階
）

※
申
請
の
受
け
付
け
は
田
無
庁
舎
お
よ
び

保
谷
庁
舎
の
み
で
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い

◆
子
育
て
支
援
課
（
�田
 
�
内
線　

）
１５２５

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

自己負担限度額
自己負担割合区　分

月額（世帯）＝外来＋入院月額＝外来（個人）
４０，２００円

※入院時食事療養費標準負
担額は自己負担

１２，０００円医療費の１割一　般

なし
※入院時食事療養費標準負
担額は自己負担

なしなし低所得

※低所得とは、住民税非課税世帯を言います。
※老人保健法は、将来改正が予想されます。改正された場合は、
上記自己負担の内容も改正される場合があります。

扶養義務者所得制限額（円）本人所得制限額（円）扶養親族
等の人数

２，３６０，０００１，９２０，００００人
２，７４０，０００２，３００，０００１人
３，１２０，０００２，６８０，０００２人
３，５００，０００３，０６０，０００３人
３，８８０，０００３，４４０，０００４人

※以降１人増えるごとの３８０，０００円加算
※所得とは、給与所得者は給与控除後の金額、確定申告の方は収入から必要経
費を引いた金額。
※児童扶養手当と同様に扶養費の８割が、所得に加算されます。
※所得から次のものを控除して、所得制限を確認してください。
　社会保険料相当額一律８万円、障害・勤労学生・寡婦（寡夫）控除・寡婦特
例控除加算・老年者控除、雑損・医療費・小規模企業共済等掛金の相当額、
配偶者特別控除

◆
介
護
保
険
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２３２９

　

平
成　

年
４
月
に
設
立
さ
れ
る

１８

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、で

き
る
だ
け
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、介
護
予
防
対
策

か
ら
状
態
の
変
化
に
応
じ
た
医
療
・

介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
ま
で
、切
れ
目

な
く
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、　

身
近
な
地

域
で
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
維
持
、

保
健
･
福
祉
･
医
療
の
向
上
、生
活

の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
相
談
･

支
援
を
包
括
的
に
行
う
中
核
機
関

と
し
て
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
ま
す
。

　

運
営
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
医
療
･
介

護
サ
ー
ビ
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
近
隣
住
民
同
士
の
助
け
合
い

ま
で
、
地
域
の
様
々
な
社
会
資
源

を
活
用
し
包
括
的
か
つ
継
続
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◎
職
員
体
制

　

予
防
（
保
健
師
等
）
･
福
祉

（
社
会
福
祉
士
）
･
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
支
援
（
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
）
の
３
つ
の
分
野
を
包
括
的
に

支
援
す
る
体
制
で
す
。

◎
担
当
地
域

　

日
常
生
活
圏
域
を
基
に
、
担
当

地
域
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
を
原

則
に
相
談
･
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
担
当
地
域
･
運
営
主
体
は
表
を

参
照
）

◎
業
務
の
内
容

①
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務 �
�
�
�
�
�
�
�
�
 

　

介
護
予
防
事
業
は
、
介
護
が
必

要
に
な
る
前
の
段
階
で
状
態
を
維

持
・
改
善
す
る
、
ま
た
は
状
態
の

悪
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
は
、
地
域
支
援

事
業
と
新
予
防
給
付
の
２
つ
が
あ

り
ま
す
。
地
域
支
援
事
業
で
は
、

日
常
生
活
の
様
子
や
基
本
健
康
診

査
と
併
せ
て
行
う
介
護
予
防
に
関

す
る
健
診
の
結
果
等
か
ら
介
護
予

防
事
業
へ
の
参
加
が
必
要
で
あ
る

方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
新
予

防
給
付
で
は
、
介
護
保
険
改
正
後

の
認
定
状
態
区
分
で
要
支
援
に
該

当
す
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
の
地
域
支
援
事
業
と
新
予
防
給

付
の
対
象
者
に
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、
本
人
の
意

向
を
確
認
し
介
護
予
防
計
画
を
作

成
し
、
市
ま
た
は
事
業
所
で
介
護

予
防
事
業
を
実
施
し
た
効
果
を
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
一
定
期
間
に
お
い
て
評
価
し
て

い
き
ま
す
。

②
地
域
の
高
齢
者
の
実
態
把
握

や
虐
待
へ
の
対
応
等
を
含
む
総

合
的
な
相
談
･
支
援
･
権
利
擁

護
業
務 �
�
�
�
�
�
�
�
�
 

　

本
人
・
家
族
･
近
隣
の
方
等
、

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

様
々
な
相
談
を
受
け
て
、
実
態
を

把
握
し
必
要
に
応
じ
て
、
サ
ー
ビ

ス
や
制
度
の
情
報
提
供
、
関
係
機

関
の
紹
介
等
を
行
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
必
要

で
あ
れ
ば
市
の
権
利
擁
護
セ
ン
タ

ー
と
協
力
し
て
申
し
立
て
等
の
支

援
を
し
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
を
把

握
し
た
場
合
に
は
、
訪
問
等
で
速

や
か
に
確
認
し
、
専
門
的
ま
た
は

緊
急
の
対
応
が
必
要
か
を
判
断
し

適
切
に
対
応
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
や
地
方
法
務
局
と

連
携
し
、
広
報
等
で
「
成
年
後
見

制
度
」
を
幅
広
く
普
及
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

※
成
年
後
見
人
制
度
と
は
…

　

認
知
症
の
方
や
精
神
障
害
者
等
、

判
断
能
力
が
不
十
分
で
、自
身
で
財

産
の
管
理
や
契
約
等
が
で
き
な
い

場
合
に
、
本
人
・
配
偶
者
が
家
庭
裁

判
所
に
申
し
立
て
を
し
て
、後
見
人

に
契
約
の
法
律
行
為
の
代
理
等
を

し
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

③
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援  

　

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
個
別
に
指

導
・
相
談
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

医
療
機
関
も
含
め
た
関
係
機
関
と

の
連
携
の
も
と
で
指
導
･
助
言
を

行
い
ま
す
。

◆
高
齢
福
祉
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２３４９

地域包括支援センターが担当する圏域

担当する
圏　　域

地域包括
支援センター

日常生活
圏　　域

田無町
保谷町

田無町地域包括
支援センター

中部
北原町、泉町
住吉町

泉町地域包括支
援センター

柳沢、東伏見
新町

新町地域包括支
援センター

南部
南町
向台町

向台町地域包括
支援センター

緑町、谷戸町
ひばりが丘

緑町地域包括支
援センター

西部
西原町
芝久保町

西原町地域包括
支援センター

ひばりが丘北、栄
町、北町、下保谷

栄町地域包括支
援センター

北東部
富士町、中町
東町

富士町地域包括
支援センター
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⑥
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

※
日
常
生
活
圏
域
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称
は
、
今
後
変
更
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。


